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革新的エネルギー・環境戦略（概要）
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○節電２０３０年までに１１００億ｋＷｈ以上（２０１０年比▲１０％）の削減

○ＬＥＤ等の高効率照明について２０３０年までにストックで１００％普及。

○家庭用燃料電池２０１０年１万台→２０２０年１４０万台→２０３０年５３０万台

○２０２０年までに全ての新築住宅・建築物について段階的に省エネ基準への適合を義務化。

○新車販売における次世代自動車の割合を２０２０年までに５０％。燃料電池車２０１５年の市
場投入。

○再生可能エネルギー ２０１０年２５０億ｋＷｈ→２０３０年１９００億ｋＷｈ（８倍）以上の開発。

○省エネ平均投資 ３.４兆円/年（～２０２０年） ５.０兆円（２０２０年～２０３０年）

○電気料金はいくらになる？月々の負担はいくら？

○物価はどの程度上がる？

○省エネ機器導入のための負担はいくらぐらいになる？

○今の仕事はどうなる？給料はどの程度下がる？働く場はちゃんとあるのか？
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情報提供、選択肢提示

判断、行動

情報の持つ意味合いを正しくわかり
やすく媒介する「翻訳者」の存在
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政策≠意見≠意見

政策≠理念≠理念

政策と意見、理念意見、理念

例. ○○反対、××は止める・・・

例. 活力ある社会をつくる、誰もが安心できる国を実
現する・・・

○○、××を止めることによって新たに生じる問題
を評価した上で、これらに代わる代案の提示

現場が実行できる程度までの内容の具体化
実現不可能な内容でないこと
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